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食品分析ニュース 

 

近年、国内の農林水産物・食品市場は少子高齢化の進行等により減少傾向にあります。しかし、その一方で世界の食市

場は倍増するとされています。農林水産省では、日本の農林水産業を成長産業とするために、2020年までに農林水産物・

食品の輸出額を1兆円とする目標を掲げ、輸出戦略を策定・公表し、輸出戦略実行委員会を設置しています。 

このように国を挙げて、各国への輸出増大に乗り出しています。そして、実際の輸出にあたっては、様々な規制や各国の規

格に合っていなければなりません。 

今回のニュースレターでは、アジアを中心とした各国の規制

情報をご紹介します。 
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【食品安全法の改正が国会で可決（中国）】 

国会に相当する全国人民代表大会の常務委員会は、乳幼児製品のCFDA（中国食品薬監局）への登録や厳しい罰則を盛り

込んだ食品安全法の改正案を2015年4月24日に可決しました。食品安全法は2009年6月から施行され何度か改正されて 

きていますが、今回の改正内容は中国の歴史上最も厳しいもので2015年10月1日から施行されます。 

 

特に乳幼児製品については、粉ミルクへのメラミン混入など過去にスキャンダルがあったこともあり、消費者の信頼回復に

向けた品質管理を強化する規制が盛り込まれています。今後は、CFDAへ乳幼児製品の登録が必要になることから、メーカ

ーは製品のすべてのバッチを定期的に検査し、当局へ報告することが求められます。 

 

加えて食品のオンラインショッピングについても改正が発表されました。中国においてもオンラインショッピング市場が拡大し、

テキストメッセージによるプロモーションが盛んになっています。今回の改正により、オンラインショッピング運営者は小売  

企業の情報を確認する必要があります。運営者が小売企業の情報、住所、連絡先等をサイトに明記できない場合には、  

消費者に補償を提供しなければいけない可能性があります。 

 

ユーロフィンでは中国・蘇州に食品分析ラボを構え、各種食品分析を実施しているとともに、中国の食品安全・規制に関わる

様々な最新情報を提供しています。 
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【2015年5月15日から日本産食品に対する輸入規制を強化（台湾）】 

台湾衛生福利部食品藥物管理署（FDA）は、2015年4月15日付で、日本産食品に対する輸入規制強化の公告を行い   

ました。公告発表から30日後の5月15日に、以下規制が施行されています。 

FDA発表の公告内容   （詳細は台湾衛生福利部食品藥物管理署（FDA）ウェブサイトにてご確認ください。） 

① 福島、群馬、栃木、茨城、千葉の５県の食品（酒類を除く）については、引き続き暫定的に輸入停止。 

② ①以外の都道府県の食品について、産地証明書の添付を新たに義務化。 

下記、既存書類でも産地証明とみなすとしている。 

   -植物検疫証明書、衛生証明書、商工会議所が発行するサイン証明 

③ 以下に該当する場合には、②に加えて放射能物質検査証明書が必要。 

  ・宮城、岩手、東京、愛媛で生産された水産品 

  ・東京、静岡、愛知、大阪で生産された茶類産品 

  ・宮城、埼玉、東京で生産された乳製品や乳幼児食品、飴、ビスケット、穀類調製品など 

  

ユーロフィンでは台湾輸出向け残留農薬分析・栄養成分分析・放射性物質検査を行っておりますので、ご相談ください。 

 
 

【分析パッケージのご案内（国内】 

ユーロフィンでは、輸出向けの食品分析以外にも、輸入向け・国内流通向けの食品分析も行っております。 

今春より、パッケージのリニューアル、新パッケージの提供を始めています。是非ご利用ください。 

 

New 平成27年度モニタリングパッケージ 

平成27年度の輸入食品等モニタリング計画に対応したパッケージを提供しています。下記試験以外にも、個別分析を  

組み合わせてカバー率を上げたパッケージ（99％カバー）もご用意しています。 

分析パッケージ 分析の特徴 標準納期 

お茶モニタリングパッケージ 平成27年度モニタリング項目(143項目）を95％カバー 

7営業日 
穀類/豆類モニタリングパッケージ 平成27年度モニタリング項目（285項目）を93％カバー 

野菜モニタリングパッケージ 平成27年度モニタリング項目（326項目）を94％カバー 

果実モニタリングパッケージ 平成27年度モニタリング項目（283項目）を93％カバー 

 

New お茶専用 残留農薬分析パッケージ 

分析パッケージ 分析の特徴 

327項目一斉分析 お茶の国内登録農薬を中心に使用頻度の高い農薬を集めたパッケージ 

515項目一斉分析 お茶国内分析の最大パッケージ 

この他、EU向けや米国向けの輸出向け分析パッケージもありますので、是非ご相談ください。 


